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≪学習問題≫


右の図の正四角錐で，次の関係にある直線を


いいなさい。


直線ＢＣと交わる直線


直線ＢＣと平行な直線


直線ＢＣとねじれの位置にある直線





②見通し:ねじれの位置をどのように考えればよいかわからない。


→交わる直線と平行な直線を除けばよい。








④共同追究後半（思考を深める）


「本当に，直線ＢＣとＡＥは，同じ平面上にないのだろうか？」


→「ＡＥを通り，底面ＢＣＤＥに垂直な平面を考えても，その上に直線ＢＣはのっていない。」


「ＡＥを通る平面をたくさんつくってみても，直線ＢＣは同じ平面上にないからねじれの位置にある。」





④共同追究前半（解法の比較検討）


「ＢＣに平行な直線と交わる直線を確認しよう。」


→「ＡＥとＡＤは，ＢＣと交わらず平行でもないので，ねじれの位置にある。」





③個人追究:辺に色をつけて判断し，説明する。





②学習課題:直線ＢＣをもとにして，交わる直線，平行な直線を見つけ，ねじれの位置かどうか判断しよう。





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・立方体以外の立体でも，ねじれの位置は存在する。


・交わらず平行でもないことと同じ平面上にないこととは，同じことだ。























①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・空間内の2直線が平行でなく交わらないとき，ねじれの位置にあることを理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・同じ平面上にある2直線の位置関係を学習している。


○共同追究でのゆさぶり


・立方体以外の図形で2直線の位置関係を考えるのは初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・2直線を含む平面で考える学習をしている。





⑥定着･活用問題


右の三角柱で，基準となる辺を


自分できめて，平行な直線，交


わる直線，ねじれの位置にある


直線を見つけよう。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫








＜本時の展開に当たっての留意点＞


・既習内容を想起したり確認したりするために，導入時に，立方体や直方体を用いて垂直，平行，ねじれの位置についての復習問題を扱いたい。


・共同追究では，単に，交わらない，平行でない直線という扱いだけでなく，ねじれの位置の定義に立ち返って同一平面上にないことを確認したい。








